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論 文 内 容 の 要 旨

.射影直線の3点分岐被覆系は,幾何学的,解析学的,数論的それぞれの立場から見て極めて興味深い対

象である｡ そのうちの一つはBelyiの定理で,それは,代数曲線が数体上で定義されることと,それが射

影直線の0,1,-以外では不分岐な有限分岐被覆として実現できることとが同値であることを主張して

いる｡ この研究の出発点は,この議論の類似が高次元の場合にも存在するか否かを問うたことである｡

各 n次元代数多様体Vは,明らかに,射影空間Pnのある有限分岐被覆打′:V′-Pnと双有理同値にな

る｡ 与えられたVに対して (Ⅴ′,7T′)のとり方は無限通りある｡ 明らかでないのは,間 ｢与えられたV

に対して,方′の分岐軌跡をなるべく簡単にするにはどうすればよいか｣に対する答であろう｡ 我々はま

た ｢Pn上に与えられた超曲面B(可約でよい)に対して,Bの外で不分岐なPnの有限分岐被覆多様体と

双有理同値な代数多様体を特徴づけよ｣という問題も考えることが出来る｡Bが (Pl上の iO,1,cx,i

のように)変形を許さないときには,この特徴づけは ｢Vが数体上定義される｣ことを条件の一部とし

て含むはずである｡ 大城多様体に関するこれらの間に対する答としては,最初の間について方′の分岐軌

跡として次に述べる特別な型のものがとれることが証明できた｡その特別な型とは,有限個の多項式写像

cn~1-Cのグラフ(⊂Cn) の合併の閉包として与えられることである (定理1)｡大域的問題から局所的

問題に眼を転じると,まず任意のn次元正規特異点 (Ⅹ,Ⅹ)はn次元アフィン空間の原点に於る芽 (Cn,

0)の有限分岐被覆となることが知られている｡ そこで,上の2つの間のこの場合の類似問題について考

察する｡ まず上の定理1の局所版 (定理2)が得られ,更にn-2の場合に以下のより詳しい諸結果が

得られた｡

(Ⅹ,Ⅹ)を複素2次元正規特異点とする｡ このとき (Ⅹ,Ⅹ)が正規Cx特異点であることと原点を通る
有限個の直線の外では不分岐な有限分岐被覆 (Ⅹ,Ⅹ)- (C2,o)として実現されることは同値である

(定理3)｡ここで (Ⅹ,Ⅹ)が正規Cx特異点とは,それがXを孤立固定点とするCx作用をもつことであ
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る｡更に (Ⅹ,Ⅹ)が代数的数全体のつくる体 Qで定義される正規Cx特異点であることと,それが原点

を通る3本の直線でのみ分岐する (C2,o)の有限分岐被覆としての構造をもっことも同値である (定

理4)｡後者はBelyiの定理の2次元正規特異点版と言える｡Cx作用があるので,1次元に近いが,Be･

lyiの定理に帰着させるには注意深い議論が必要である｡

複素射影直線マイナス3点について解析的立場から重要な事柄の一つは,その普遍被覆が複素上半平面

1Z∈C;Im(Z)>Oiと同型であり,ZをPl(C)- 10,1,河 上の多価関数とみるとき,それはガウス

の超機何微分方程式の適当な2つの解の比として表わされる,という事である｡ この高次元-の一般化を

試み,第一歩となる結果を得た｡

まず空間としてはPl上の増異なるn十3点の列の全体のモジュライ空間を考える｡Plの自己同型群PL

(2)で割っているので,これはn次元で,n-1のときはP1- 10,1,-iである｡ この空間Dの普遍

被覆空間T-To,n+3古事一般化されたタイヒミュラー空間である｡ DはちょうどAppell-Lauricellaの超

幾何方程式の正規点全体になっているが,この微分方程式の解の比を用いたのではTの忠実な実現は出

来ないことが知られている｡ この研究では,Gamiersystemとよばれる非線型微分方程式の解の比を用

いて,Tからある (よりわかりやすい)空間の中-の,少なくともT-Dの各ファイバー上では単射的

な埋め込みを構成することに成功した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

論文内容の要旨欄にあるように,申請者は射影直線マイナス3点の被覆系に関する代数的,解析的な基

本事項 (有限被覆系の特徴づけ (Belyiの定理),普遍被覆空間が微分方程式の解を用いて構成できるこ

と)の高次元化を試み,それぞれについて新しい方向を見出し,第一歩として十分価値ある研究成果をあ

げた ｡

前者については,次元を上げる一方で,もとの空間を局所化し,2次元正規特異点 (の近傍の芽)を対

象としてとりあげると,それに対してBelyiの定理の類似が成立つことを示した｡後者については,Pl

マイナス3点はPl上の4点モジュライであると見倣して,それをn+3点 (n≧1)のモジュライ空間Dn

におきかえ,その普遍被覆空間 (タイヒミュラー空間の一種)を微分方程式の解によって構成する研究を

進めた｡これは古典的で極めて困難な問題で,例えば,Dn上の超幾何微分方程式を用いてもだめなこと

が知られている｡ 申請者はGarniersystemと呼ばれるある (非線型)微分方程式系を考えることにより

内容要旨欄にあるように具体的な第一歩を踏み出す興味深い成果を得た｡

本学位論文において,申請者は,広範でやや莫とした研究領域の中から全く独力で複数の具体的な方向

を見出し,それぞれが有望であることをかなりの程度証拠立てるに足る成果を挙げている｡ 内容の検証も

なされた結果,正しいと認められた｡

従って,本申請者論文は博士 (理学)の学位論文として充分な価値を有すると認めた｡なお,論文内容

とそれに関連した口頭諮問を行った結果合格と認めた｡
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